
国指定史跡《大野窟古墳の被害状況

おおのいわや

国指定史跡大野窟古墳の被害状況

今田治代（氷川町教育委員会）

1．大野窟古墳の概要

所在地：熊本県八代郡氷川町大野字崩迫・芝原

時期：古墳時代後期（6世紀後半）

墳丘：墳長約123m、二段築成の前方後円墳である。前方部前面がやや突出する剣菱形に近

い形状をなし、墳丘の周囲に盾形の周溝が巡るが、前方部の隅角で途切れ、前面側で

は土坑が並ぶ形状である。

埋葬施設：長さ12.4m、複室構造の横穴式石室で、西側くびれ部に開口する。玄室奥に阿

蘇石の石棺を置き、玄室の左右に屍床を設置する。また石棺の上部に石棚を設置

する。羨道部、前室、玄室、石棺の一部に赤色彩色を施す。

出土遺物：須恵器、陶質土器、石製表飾品

位置づけ：①墳長約123mであり、肥後地域最大の古墳である。また古墳時代後期(6世紀

後半）の前方後円墳の中でも全国的に巨大な墳丘をもつ。

②横穴式石室玄室の天井高は推定6.5mであり、国内最高クラスの高さである。

③石室の形態は、紀伊地方の影響を受けている可能性がある。

④羨道部壁面の碑文の陰刻は、中世から石室の存在が知られていたことを示す。

⑤石室の基本的な構築手法（羨道を二分して前室を構築する）は、長|||奇県壱岐郡

の首長墓である対馬塚古墳（前方後円墳､65m)、双六古墳（前方後円墳､91m)

に影響を与えた可能性が考えられている。

⑥北部九州、西日本において、6世紀後半にその地域最大の墳丘、石室を持つ傾

向が認められ、大野窟古墳もその首長墓築造の動向に同調している。

九州前方後円墳研究会（以下、九前研）は、古墳時代に特化した研究会としては九州で唯一

の存在である。そのため、これまでにも会誌を通じて熊本地震で被災した古墳の様子を会員に

2．被災状況

①玄室の壁面全方向から石材が割れて落下し、その大きさは、小さな破片から大きいものは

長さ約50cmに及ぶ。

②玄門立柱石と楯（まぐさ）石の隙間が広がっている。

③前門立柱石の上部のヒビが広がっており、点で石室上部の持ち送りの石材を支えている状

態である。

④天井石と天井石の間から、墳丘盛土の土が落ちている。

⑤観音堂石垣のはらみがひどくなっている。

3今後の修復・調査計画と課題

平成29年度より「歴史活き活き1史跡等総合活用整備事業（災害復旧事業)」を活用し、石

室の災害復旧を実施予定である。今年度は石室の被害状況を調査するため、3次元レーザー測
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平成28年熊本地震による被災古墳の現状と課題

量を実施する予定である。平成12年に同測量により石室の現状調査を実施しており、比較す

ることで、石室の破損状況が詳細に把握されると考えられる。

修復については次年度以降となるが、修復の方法・期間等は未定である。
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